
 

よりよい学級集団に向け、 

    仲間と協働して主体的に取り組む児童を育てよう 
 

           

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級活動において、事前・本時・事後のつながりを大切にし、議題に対して自分事と
して捉え、折り合いの付け方や互いの成長を実感できる振り返りを工夫すれば、目
指す児童を育成できると考え、実践しました。 

日直スピーチやつぶやきなど
から議題候補の選定をする。 

議題候補より全員で議題として
ふさわしい課題を決定する。 

議題に対して自分の考えを再考
する。 

  自分事として捉える    課題解決への意識の向上 

出し合う 比べ合う まとめる 

 

事前 

      折り合いの付け方     集団決定する力の向上 

本時 

      振り返りの活動  互いの成長の実感と次への動機付け 

＜話合いスキル＞ 

①共感的に聴く 

②質問する 

③理由を明確にする 

自他評価表の A判断基準を児童とともに
設定し、それを元に実践途中・実践後に自
己・他者評価を行います。 

より具体的な解決策を考えられ
る。 

 

話合いに意欲的に取り組もうと
する態度が育つ。 

 

① 自己評価 

② 他者評価 ③ 全体で共有 

○○さん、□□

をがんばって

いたな。 

～ができるよ

うになった。 

友達からのアド

バイスでもっと

やる気が出た。 

事後 
 

研究の概要 

⑤解決方法として

取り上げなくてよ

い考えは含めない

んだったな。 

④別の時間に

できることは

含めないんだ

ったな。 

③どの考えもい

いから組み合わ

せることはでき

ないかな。 

②この考えは、

めあてに沿って

いるかな。 

①賛成意見を

受け入れるこ

とも大切だっ

たな。 

話合いスキル
を意識した話
合い、合意形成
のための５ル
ールを活用し、
みんなが納得
のいく集団決
定ができるよ
うにします。 

自
分
も
み
ん
な
も 

納
得
の
い
く
集
団
決
定 

合意形成のための５ルール 

 

話合いスキルを意識した話合い 
合意形成のための５ルール 

見通し１ 

見通し３ 

見通し２ 

相手を意識した解決策が考えら
れる。 

繰り返し 
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実践内容 

第５学年「収穫祭を成功させよう」１－（ウ） 

  自分事として捉える 見通し１ 

自分たちで作っ

たお米で料理し

たい！！ 

多くの方にお世話になった

し、地域の方を招待して、収

穫祭をするのはどうですか。 

児童の願いから議題として妥当かどうか話合
い、議題を設定したり、自分の思いを再考させ
たりしたことで、課題解決への意識が高まりま
した。 

      折り合いの付け方  見通し２ 

○○さんの

手紙と写真

を組み合わ

せる考えは

いいな。 

手紙を贈るのがよいと

思います。理由は、いつ

までも残るし、感謝の気

持ちが伝わると思った

からです。 

話合いスキルを意識して 

Ａ 意見が変わって、贈り物はなくてもよいと思います。理

由は、人数が多いし、大変だからです。 

Ｂ 贈り物をするというのは賛成だけど、めあては「感謝の

気持ちを伝えるにはどうしたらよいか考えよう」だから、

作るのが大変というのは、めあてに合っていないと思い

ます。 

 

合意形成のための５ルール 

Ｃ 手紙と写真を組み合わせて、手紙に写真を貼って贈るの 

がよいと思います。 

Ｄ Ｃさんの意見に賛成です。理由は、写真を添えるとその 

時のことが思い出せるからです。 

Ｅ みなさんに賛成です。理由は写真も手紙もいつまでも残 

って、感謝の気持ちも伝わると思ったからです。 

集
団
決
定
…
手
紙
＋
写
真
、
料
理
、
感
謝
の
言
葉 

話合いスキル・５ルールを意識した話合いを継
続して行ったことで、みんなが納得のいく集団
決定ができるようになってきました。 

      振り返りの活動 見通し３ 

                                   実践後の振り返り 集団決定 準備（係別）・振り返り 収穫祭（１２月１６日） 

手
紙
＋
写
真 

料
理 

感
謝
の
言
葉 

〇議題に対して思いを再考する時間を設定したことで、議題に対して自分事として捉え、課題解決への意識

が高まり、さらには話合いに意欲的に参加することにつながりました。 

〇話合いスキルを意識し、合意形成のための５ルールを活用した話合いを繰り返したことで、めあてに沿っ

た話合い・みんなが納得のいく集団決定ができるようになりました。 

○集団決定後の準備・実践する段階において、振り返る場面を設定し、自他評価することで、実践への意欲

を継続しながら収穫祭に向けて主体的に活動しようとする態度が育ちました。 

仲間と協力して取り組む良さや自己の役割を自
覚し、主体的に取り組めるようになりました。 

成果 

準備段階での自己・他者評価 

友達からアドバイスをもらえて、もっ

と頑張ろうと思いました！！ 

頑張った成果が収穫

祭で出せたね！ 

地域の方が「美味し

い」と言ってくれて嬉

しかったね。 

め
あ
て
に
沿
う 

組
み
合
わ
せ
る 

議題候補から議題決定している様子 

みんなで作ったお

米をみんなで食べ

ると楽しいし、嬉し

くなると思うから。 

写真や手紙で感謝

の気持ちを伝えた

い。 

みんなに美味しく楽しく

食べてもらいたいと思い

ながら作ると感謝の気持

ちが伝わると思うから。 

いつまでも残るし、

もらったら心が温

かくなると思うか

ら。 

再考 

再考 


